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　 昆 虫の 胚 子 に 側脚 （pleuropodium ） が形成され る

こ と は ，
ユ9世紀以来 よ く知 られ て い る。演者 は今日

まで 側脚 に つ い て の 知見 の 全 くな い 総翅 目 お よ び 長

翅 目， 側脚 が 存在す る との み の 報告が あ る紡脚 目の

側脚を観察 し得 た の で 報告す る 。 材料 は 紡 脚 目の コ

ケ シ ロ ァ リモ ド キ Oligotema 　jaPonica，総 翅 目 オ

オ ク ダ ア ザ ミ ウ マ の 1 種 BaeteridothriPs　 brevi・

t“ bUS
， 長翅 目の ブ ラ イ ア シ リ ア ゲ PanerPa　Pryeri，

　ト ガ リ ガ ガ ン ボ モ ド キ Bittacus 　 mastlillii で あ

る。

　 L　 コ ケ シ ロ ア リモ ドキ の側脚 ， 胚 子 の 反転前期

の 中頃に 頭胸部 の 付属肢 が 形成 され る。こ の 頃 ， 腹

部第 1 〜4 節 に 1 対 つ つ の 突起 が で き る。こ の 第 1

腹節 の 突起 の 頂部の 外 胚 葉中に 極め て 大 形 の 細胞群

が 分化す る 。
こ れが 側脚 の 源基 で ， さ らに発 生 が 進

む と ， 原基 の 基部 に くび れがで き，豊富な 細胞質を

持つ 側脚 は ，つ り鐘 型 とな り，体 壁 よ り突出す る
。

胚 子 の反転の頃に な る と ， 側脚 の 周囲 に無数の 顆粒

が 出現す るの で ，分泌 が 行 な わ れ た こ と が判か る。

胚子 の 反転後 は，側脚 は 次第 に 退化 ， 崩壊 し ， 孵化

時 に は消失す る 。

　2． オ ォ ク ダ ア ザ ミ ウ マ の 1 種 の 側脚 ， 反 転前期

中頃 の 胚 子 の 第 1 腹節 に 1 対 の側脚原基 が 分化す る

が ，シ ロ ア リ モ ドキ と 異 な り， 体壁 の 外 胚 葉細 胞層

よ り深部 に 大形 の 側脚細胞 が 形成 さ れ る 。 胚 子 の 反

転前 に な る と ， 側脚細飽 の細胞質は開 口 部を通 っ て

外 部 に 伸展 し，総状 に突出す る。こ の 総 状 部 は 反転

後期に 崩壊 し，前種同様賻化時に は 退化消失す る。

　3．　プ ラ イ ア シ リ ア ゲ ， トガ リ ガ ガ ン ボ モ ドキ の

側脚 ， この 2科 の 長翅 目の 胚子 は表成型 で あり，胚

子 の 腹節に proleg が 形成 さ れ る が，第 1腹節 の

proleg原基 に 蠅脚細 胞 の 分化 は 認め られ な い 。そ れ

故 ・ 長翅目の Panorpidaeと Bittacidaeに は 側脚 は

欠在す る。

　 ヒ ラ モ ミ ジ ガ イ で 金谷 の 方法 に よ っ て 成熟卵を

得，人 工 受精を行 い ，外部形態を中心 に 発生 の 概略

を 観察 し た。成熟 卵 は淡黄羯 色
・
半 透 明・直径300 μ

で ，厚 さ 10 μ の ジ ； リー層 を 有す る 。 囲卵腔は卵

割開始直前に は 50μ で あ る。25°C に お い て 加 精 の

70分後 に 第 1 卵割 が 始 ま 1）　，そ の 後胚 は 全等割 を行

い ， 4 時間後に 皺胞胚 に な る。皺胞胚期 は そ の 後 3

時問半続 き， 加精の 8 時問後に陥入 が 起 り ，
10時間

後 に 孵化す る 。 孵化直後の の う胚 は 体長 ， 幅が そ れ

ぞ れ 470 μ ，
400 μ で ，

2D 時閔後 に 原腸 は 体腔の う

の 原基 を生ず る。加精 の 30時間後の 幼 生 は 体長 700

μ，幅 400μ に 成長し ， 俵形を 呈 す る e こ の 頃 に は

原 口 は 閉 じ ， 両体腔 の うは 原腸か ら分離 して い る よ

うで あ る が 外部 か らは 器官形成 の 詳細 は 不明 で あ

る 。 そ の 後幼生 の 後部の 縁 が 肥厚 し ， 丸みを帯 び，

将来の ヒ トデ の diskの 形成 が 始ま る。加精 の 50 時

間後の 幼生 は 体 の 後部 に 直径 300 μ の disk を 有

し，
disk と stalk の境目は くび れて い る。こ の 頃

に disk の 将来 の 口 側 に 5葉 の 水 腟 が ， そ の 反 口 側

に 穿孔板 と末板の 形成が 認 め られ る。そ の 後 disk

に は骨板 が 発達 し，将来の 反 口 側は盛 り上 が っ て 低

い 半球状を 呈 す る。加精 の 4 日 目に 幼生 は disk の

将来の 口 側 を 下 に 向け，萎縮 し た stalk に よ っ て 底

質 に 接 して い る。 そ の 後 2 日 以内に stalk は 吸収

され， 2 対 の 管足 ，末端触手 ， 眼点を生 じ ， 変態を

完了す る 。 変態直後 の 稚 ヒ トデ は 白色 ， 直径が 500

μ で，各腕 の 先端 に 細長 い 2 本 の 棘 を 有す る 。ヒ ト

デ 類 の 発生 は 一一
般 に は ， bipinnariaと brachiolaria

を有す る型 と ，
bipinnarEa を欠 く型 に 分けられ る

が ，brachiolariaを 欠 き bipinnariaが 浮 遊 しつ つ 変

態す る 第 3 の 型も知 られ て い る 。
匕 ラ モ ミ ジ ガ イ

は brachiolariaを経 ない て 体 の 後 部 に ヒ トデ の

disk を 形成 して 変態 す る の で こ の 第 3 型 に 属す る

が ， 典型的な bipinnariaを有 さぬ 特異な発 生 を 行 う

こ と が 明らか に な っ た 。
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